
護
形
を
血
〈
へ
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
而
し
て
共
の
如
何
は
全
く
今
後
の
研
究
に
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
故
に
絃

に
-
詑
し
て
今
後
の
御
研
究
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

雑

幸良

O
関
東
大
地
震
嘗
時
伊
豆
山
温
泉
温
度
上
昇
事
情

宮

UI 

干EJi'

Zむ

太

長B

大
正
十
二
年
九
月
一
日
関
東
大
地
震
突
後
営
時
私
は
豆
州
伊
豆
山
の
滋
泉
宿
古
屋
旅
館
に
止
宿
し
℃
ゐ
た
。
御
承
知
の

如
く
丈
飴
の
懸
崖
の
海
岸
に
逗
る
と
こ
ろ
東
南
相
模
灘
に
面
し
て
建
て
ら
れ
た
温
泉
宿
の
西
端
二
階
家
が
古
屋
て
あ
る
。

一
日
朝
例
の
険
風
通
過
後
沖
も
静
穏
に
な
っ
た
。
午
前
十
一
時
少
し
過
ぎ
私
の
隣
室
に
居
た
S
老
人
が
先
内
湯
に
入
っ
た

が
機
て
異
亦
に
な
っ
て
上
っ
て
来
て
湯
が
減
法
熱
い
と
諮
っ
た
。
卒
常
に
北
し
内
湯
の
熱
い
事
を
其
日
知
っ
た
の
は
客
と

し
て
は
此
老
人
が
最
初
て
あ
る
。
勿
論
太
陽
の
出
な
い
中
の
事
は
私
も
知
ら
う
筈
は
な
い
が
‘
地
震
後
総
て
の
客
の
話
を

綜
A
口
じ
て
其
れ
が
分
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
老
人
の
言
を
聞
く
や
他
の
一
人
と
内
湯
へ
行
っ
て
見
た
。
所
が
瀧
湯
は
想
像

以
上
の
熱
き
で
手
を
鰯
れ
れ
ば
直
ち
に
焼
傷
す
る
程
で
あ
っ
た
。
卒
常
少
し
く
微
温
過
ぎ
る
の
に
北
し
て
雲
泥
の
差
で
あ

二
五
七



二
五
八

る
。
槽
湯
も
同
様
卒
常
よ

b
は
熱
か
っ
た
が
常
に
は
瀧
湯
よ

b
も
相
営
熱
い
の
に
此
時
は
反
艶
で
瀧
湯
程
熱
く
は
な
か
っ

た
。
若
し
同
温
度
の
湯
が
雨
方
に
分
か
れ
て
流
出
し
て
居
る
の
て
あ
る
-
な
ら
ば
槽
湯
の
方
が
瀧
湯
よ
り
低
温
度
で
あ
る
乙

と
は
品
同
然
で
あ
る
。

一
概
瀧
湯
は
口
径
二
寸
殺
の
竹
丸
箆
を
温
泉
の
湧
出
口
か
ら
引
い
て
来
て
水
丸
箆
と
A
口
併
3
せ
共
億
二
問
位
の
高
3
か

ら
溶
下

3
せ
る
の
で
あ
る
。
竹
丸
箆
の
長
さ
約
三
十
問
で
あ
る
。
故
に
瀧
湯
の
温
度
上
昇
は
湧
出
口
の
湯
の
温
度
が
上
昇

す
る
か
配
合
水
の
割
合
が
減
ず
る
か
此
二
つ
の
「
ア
ア
ン
ク
ジ
ョ
ン
」
の
「
コ
ン
ピ
ネ

1
ジ
ョ
ン
」
に
依
っ
て
起
る
と
思

ふ
。
而
か
も
配
合
水
の
減
少
は
湧
出
量
の
減
少
に
依
っ
て
起
る
は
勿
論
て
あ
る
が
水
丸
箆
の
元
の
袋
形
の
金
網
に
塵
芥
が

挟
ま
っ
て
も
可
能
で
あ
る
。
故
に
私
は
静
岡
時
最
も
単
純
な
場
合
と
し
て
瀧
湯
の
温
度
上
昇
は
水
丸
箆
の
金
網
に
何
か
物
が

挟
ま
っ
た
矯
め
に
起
っ
た
の
て
あ
る
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
次
に
槽
湯
は
瀧
湯
と
同
じ
恰
好
の
別
な
竹
丸
箆
を
水
を
配
合

せ
ず
に
其
俵
槽
に
引
3
込
ん
で
あ
る
。
其
し
て
先
端
に
コ
ッ
ク
を
つ
け
℃
小
量
づ
〉
書
夜
の
別
な
く
常
に
槽
中
へ
流
出
さ

せ
る
。
比
の
コ
ッ
ク
は
木
の
不
完
全
な
も
の
で
態
と
つ
け
て
あ
る
ら
し
い
。
夜
半
か
ら
朝
迄
に
方
二
問
深
3
四
尺
位
の
此

湯
槽
に
丁
度
湯
が
一
杯
に
な
っ
て
而
か
も
湿
度
も
丁
度
人
間
の
入

b
易
い
程
度
に
な
る
と
一
五
ふ
。
然
ら
ば
此
槽
湯
が
卒
常

よ
b
熱
く
な
っ
た
と
云
へ
ば
其
れ
は
湧
出
口
の
湯
が
熱
く
な
っ
た
か
コ
ッ
ク
が
弛
み
過
ぎ
て
ゐ
た
か
気
象
的
作
用
に
ょ
っ

J
L

冷
却
が
防
げ
ら
れ
た
か
之
等
の
「
ブ
ア
シ
ク
シ
ヨ
ン
」
の
「
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
L

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
私

は
湯
槽
の
室
の
窓
を
常
に
は
閉
鎖
し
て
な
い
の
に
某
日
だ
け
閉
鎖
し
た
と
忠
は
ね
。
が
何
れ
に
し
℃
も
之
れ
が
気
象
的
作



用
の
魚
め
の
特
使
化
と
見
る
に
は
徐
り
に
鑓
化
が
甚
じ
か
っ
た
様
で
あ
る
。
故
に
私
は
や
は

b
、
単
純
な
場
合
E

と
し
て
槽
湯
の
，

温
度
上
昇
は
コ
ッ
ク
の
弛
ん
ぐ
ゐ
た
矯
め
に
起
っ
た
の
で
あ
る
と
営
時
考
へ
た
の
で
あ
る
。

槽
湯
よ

b
瀧
湯
の
方
が
高
温
で
あ
る
と
は
云
へ
槽
湯
の
コ
ッ
ク
か
ら
出
る
湯
は
瀧
湯
よ

b
も
熱
か
っ
た
。
も
と
よ
b
何

度
と
正
確
に
は
云
ひ
難
い
の
は
上
一
認
の
温
度
上
昇
に
就
い
て
も
皆
然
b
て
あ
る
。
叉
卒
常
と
一
去
っ
て
も
其
れ
は
八
月
二
十

ム
ハ
日
私
が
此
庭
へ
投
宿
以
来
の
事
を
一
疋
ふ
の
で
あ
る
乙
と
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
で
我
々
は
槽
湯
を
う
め
て
漸
く
入
b
得
た

が
直
ぐ
出
℃
し
ま
っ
た
。
熱
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
湯
の
温
度
が
念
に
上
昇
し
た
と
云
ふ
の
は
要
す
る
に
我
古
屋
旅
館
の

内
湯
に
於
い
て
は
一
日
槽
湯
瀧
湯
共
に
私
が
投
宿
以
来
の
日
々
の
湯
の
温
度
よ

b
戚
じ
に
於
い
て
極
め
て
高
温
で
あ
っ
た

而
し
で
其
高
温
ぐ
あ
る
事
が
S
老
人
に
依
っ
て
接
見
3
れ
た
り
が
B

あ
の
大
地
震
の
約
四
十
分
前
に
営
る
と
云
よ
の
で
あ

る
。
最
近
古
屋
旅
館
の
若
主
人
(
中
皐
卒
業
生
)
の
話
に
依
る
と
震
災
前
よ

b
湯
の
温
度
は
幾
分
上
昇
し
て
ゐ
る
様
に
思

は
れ
る

3
う
で
あ
る
。
而
か
も
槽
湯
の
コ
ッ
ク
に
手
を
絢
れ
て
私
が
漏
る
湯
の
温
度
を
調
ぺ
℃
見
る
と
温
度
は
戚
じ
に
於

い
て
あ
の
地
震
前
廿
分
頃
よ

b
は
遥
か
に
低
く
か
っ
た
。

地
震
営
時
此
の
旅
館
で
は
女
主
人
は
上
京
中
て
あ

b
B
一
人
し
か
居
ら
ぬ
番
頭
は

S
老
人
の
話
て
は
熱
海
へ
行
つ
℃
留

守
で
あ
っ
た
と
云
ふ
。
事
貸
家
に
は
見
え
な
か
っ
た
。
客
は
五
人
の
神
経
衰
弱
者
で
あ
っ
た
が
中
二
人
は
後
震
前
約
十
分

頃
到
着
し
た
許

b
て
湯
の
温
度
比
就
い
て
は
上
記
の
三
人
が
知
る
の
み
で
あ
ら
う
。
営
時
の
番
頭
は
某
後
二
三
ヶ
月
の
後

此
の
家
を
去
っ
た

3
う
で
・
あ
る
。

二
五
九



二
六

O

以
上
て
之
れ
を
書
〈
目
的
は
略
達
し
た
と
忠
ふ
が
詳
述
の
手
前
蛇
足
を
横
に
加
へ
る
な
ら
ば
十
日
峠
を
遜
っ
て
蹄
京
し

た
事
位
の
も
の
で
あ
ら
う
。
(
二
五
八
五
、
七
、

一一一一)

右
事
情
は
今
迄
只
話
し
に
し
た
丈
て
、
其
怨
に
誤
解
を
起
す
様
な
虞
れ
が
起
乙
っ
た
か
ら
、
後
日
の
免
に
有
b
の
ま
、

を
記
す
、
素
よ

b
二
年
も
前
の
事
て
細
か
い
事
は
記
憶
が
薄
ら
い
た
が
右
に
記
し
た
事
は
間
違
は
な
い
積
b
で
あ
る
。

(
大
正
十
四
年
、
七
、

一一.戸圃.一、、./

O
山
形
市
附
涯
の
小
局
畿
地
震

山
形
測
候
所
報
告

大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
午
前
十
一
時
三
十
分
頃
山
形
市
附
近
に
小
局
後
地
震
あ
り
同
測
候
所
よ

b
の
報
告
に
よ

れ
ば
震
源
は
山
形
市
附
近
に
あ
る
か
の
如
く
其
報
告
下
の
如
し
。

調

T) 甫村凹Lf3hJ、Lr5FJ、2'，3 h3 - fL2 句ノ、

上 小 費 緯郡東 感

坂立 津
迦堂 村津

震

地

名

響普 砲大 響苦 方に 響音

」との あ感と

共に 様な
りじ同
、1:時

家 昔 家らに

辰振動す 共家にξ 

民動揺 L 家
飲

せ 脅響あり‘ 援屋勤
況

。屋持を り。 ハ上 の

家 ¥下ノ 記

ち

動屋揺 せり上 事
tr 
ら せ・
る りO /j、. 

校串
西
よ K 
り て
東 も
の 同

方向
上. 

K 
北東

感
じ よ

1: り
ら 南
し 西



(

4

)

八

森

ハ
妊
〉
平
清
水
(
陶
器
製
造
場
〉

南
沼
原
村

(
7
)

南

館

(
九
〉
棋
津
村

品
川
〉
飯
塚
村

堀
田
村
ρ

(

6

)

牛

郷

(

沼

〉

高

湯

本
津
村

(
8
)

長
谷
堂

柏
倉
門
停
村

〈

9
)

柏

山
形
市

~ 
局

東
村
山
郡
金
井
村

(

四

〉

陣

場

ハ
却
)
山
遺
町

鈴
川
村

(
凶
)
上
山
家

千
歳
村

(
ロ
)
'
長

町

家
鳴
り
振
動
つ
よ
し
、
屋
内
に
あ
り
て
倒
れ
た
る
物
、
務
ち

L
物
な

L
o

家
屋
振
動
揺
か
り
し
も
極
め
て
瞬
間
に

L
て
陶
器
物
破
壊
せ
る
も
の
な
し
。

電
燈
勤
〈
、
一
晋
あ
り
川
家
屋
動
揺
ぜ
り
。

普
響
あ
り
、
戸
障
子
動
〈
。

普
響
あ
り
‘
戸
障
子
動
く
。

本
村
の
北
部
方
面
に
て
は
少
し
〈
感
じ
た
る
も
南
部
は
殆
ん

E
感
ぜ
?
、
品
目
な
し
。

感
じ
れ
る
も
の
無
〈
、
温
泉
何
等
異
常
な

L
。

極
め
て
軽
微
に
し
て
菅
な
し
。

極
め
て
韓
被
に
し
て
一
音
な
し
。

屋
上
よ
り
何
物
か
蕗
ち

L
-呂田響
ξ
共
に
家
屋
根
勤
せ
り
、
其
の
時
'
同
極
め
て
瞬
間
に

し
て
吊
り
下
げ
た
る
物
韓
及
び
波
開
動
揺
せ
ず
。

振
動
と
共
に
硝
子
窓
響
き
底
の
方
に
て
一
音
響
あ
り
。

輯
徴
な
る
上
下
あ
り
o

戸
障
子
勤
き
音
響
あ
り
。
兵
方
向
不
明
。

極
め
て
軽
徴
に
し
て
音
響
あ
り
。

円
一
六
〕



高
瀬
村

(
日
〉

大
郷
村

(
M
U

中

野

西
村
山
郡
大
谷
村

ハ
刊
日
〉
大
谷

東
五
百
川
村

(
M
M

〉

官

宿

ハ
汀
)
左
津
町

~一一ヱハ

下
東
山

極
め
て
轄
徴
に
し
て
音
響
あ
り
。

少
し
〈
感
じ
れ
り
、
脅
響
あ
り
。

極
め
て
軽
徴
に
し
て
電
燈
動
〈
、
菅
響
あ
り
。

報
き
上
下
動
を
感
じ
戸
障
子
動
〈
‘
山
崩
れ
の
如
、
き
音
響
あ
り
。

斡
徴
に
し
て
一
音
響
不
明
。

此
地
震
を
戚
ぜ
し
は
各
地
何
れ
も
午
前
十
一
時
三
十
分
頃

に
し
て
震
動
時
間
極
め
て
瞬
間
に
し
て
概
ね
上
下
動
、
叉
振

動
と
一
音
響
は
同
時
な

b
注
、
音
響
は
屋
上
よ

b
物
館
が
落
下

し
た
る
如
(
な
，
9
3、
震
源
地
は
山
形
市
を
距
る
乙
と
遠
〈

な
く
南
東
方
の
山
間
(
同
地
方
は
部
落
少

3
矯
め
情
報
を
開

く
能
は
や
ヲ
)
ら
し
く
同
地
方
の
土
地
(
地
下
余
程
深

3
所
)

陥
落
せ
る
に
非
ず
や
と
思
は
る
。



O
軽
石
漂
着
報
告

幽
館
測
候
所
報
告

九
月
上
旬
よ

b
十
月
比
百
一

b
左
記
管
内
沿
岸
に
盤
石
漂
着
せ
り
。

小歌海岸詩遺部久久 村書熊石同K 柱村都蚊同 調郡志己 子村百岸一砂の年檎村部問上山ノ 村郡大品同 松都ノ前I、村大字知内中材磯書主上内lIl I 
r票

大大村部 大村島 着

の

古 村石 岸岩泊 宇石村 筒

村丹字 岸市 村大崎 漬宇前 村岸f田E 所

宇

九 十十十 九十九六

丹 月 月月
'月‘月 月月

初-着回宅

一 十廿廿 廿 の一
十 五三三 コ三八十 月

日
日 日 日日 日 日 日 日

径 漂径径径膳多径五に径笹漂著径寸一
二着四一一 て五三

乃寸 寸位寸タ内卜す以 寸位無数漂着寸位寸位 主
軽石至 よ 下 よ よ より

三 り のの りりり又
寸こもも径一径三

の
大

位白 寸内多の薮課多着の 二、 ニ、ーす外内 すに
今』

及
も外し 三寸 至

軽量のの 分にる
多も の互のも
し の 破 る も の

数ニ1p・ 片 もの
無数

の 多
し

青苔 L下溝草、 青色 着の青苔青苔 苔及青 苔青

の苔あき宇而 の寄生をのの の 軽石
知 に苔類寄生 車f年 如如 u. 如
寄生き り古 勤きき具類の き

部3て5苔尋を の見も も 粧動
知き る守の の

せるも 苔に生じ す のも 附着、付着 着附せ 寄生
物奇

生
のて上 及 中 る の

多 蔽宇田

類寄生貝

に も
有無

しは は の
る1--ご

磯巾
あ

新 り

議
都
測
候
所
よ

b
の
報
告

船
員
及
沖
合
出
漁
者
の
談
に
よ
れ
ば
輯
石
は
洋
上
を
九
月
末
よ

b
十
一
月
し
豆
り
北
方
に
向
っ
て
漂
流
し
つ
〉
あ
る
を

見
た
と
云
っ
て
ゐ
る
、
本
所
管
内
の
沿
岸
に
漂
著
せ
る
は
西
乃
至
北
西
の
風
が
吹
け
る
時
化
の
時
が
多
数
を
占
め
て
ゐ
る

左
に
管
内
涼
著
報
告
を
抄
録
す
る
。

ニムハ一一一



世 間 同 歌葉

泊村宇部 村都大同 大郡村阿 部村故葉 i炉，問~すf 

者

本杉潰中 岸海中 岸M海l 丹 宇泊材及荒び 治F 廿4芸m -

岸治 有宇字有 大

一帯 議葉甑業品合戸且 戸 字委廿

の

筒

所

1晶F V 潰砂U る
キ
ミ/ 、--'
一、

午前十月午前七十月十よ十 十不料十十日十牛卜せ八 十 十 十十 十

一り十八月 ー す下月月頃月 る頃月 月一月月
漂着 l 

時大二二十七月 月明 廿ニ前一ーのも 月
十時十 二 句 十七月よ 月三十 の

頃三頃三 日十 頃九日五 W止Fノム、 Lり下 中二十五 月
日日日 頃ー と頃、 如漂着 日

日 思 六頃日し句 旬日日日

一 4軍
量薮多i二位径分正五の盤 石 容大

量，
& 五 匁約四抽 は
所 分

i より個百位寸 箱一 にL 量多 経
に 7!J 
一 至 てよ十の ケ ーてヤ 石
一、

五 不り三 も 拾位

十 多量寸-
Iffl五匁位 の 五

の

位寸 大へ匁 大
の七るよ

今』
t亡 迄あ もヶも り

算て出
のこの一 及

り すあ十 量
位 り

匁位弓三 の
明 も 迫.~ 

兵及海草

/1、 き種 具及 具及 海草る具~ff， の類只者ト小槌同同貝

具及 網及の守 海草 あ 階 JI 艮物 寄及f草生.Uj: 
港草の の附着， 

の り海及草 去ョのの上上

動植物
あ 海草 の目海草 あ 寄主 ナヶ着附知

り 附如、 り 如せ
及色青

らL 寄艮生 せる寄生き
き鷲 き る の

もの も も き しもの 寄生
の爪 のの の も あの跡あ

蔽はに種ハー 着附を あり
植 の

の

寄物生を
寄生

植物り ありり-、 模様

るの 見 せ
拾得は

部間カ丞 る る
、・' み も

六
四
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